




















01    Jan: .t Okay now that’s roas:’ chick’n isn’it. th[at ]= 
02   Ivy:                                                      [It-]= 
03  Jan: =[roasting chick’n<] 





1984）が付加されている。これは，（既に 5・7 行目で明言されたことに対する）8 行目の確認要求が






















になった。ただし，現時点では（2）の B4 の例について説明ができておらず，（2）は，B4 以外の例
も含めて今後修正が考えられる暫定的な内容である。
06 Ivy:  It’s been co[oked. 
07 Jan:                 [Iz Ĺ%((1FRRNHG 
08 ĺ,Y\ Oh yes. 
















5 行目の K の応答は，X の質問（1 ～ 3 行目）の「スポーツ好き」という定式化と異なる，「高校
時代ぐらいからずっとテニスをして」いたという定式化によってなされている。これは質問の定式化






01    X: .hhhᣤ㇊᭽ߪరޘ, .h޽ߩ࠹࠾ࠬࠍߥߐߞߡ޿[ߚ(0.3)= 
02 K:                                              [°hhh° 
03   X:  =ߞ[ߡ߅ߞߒ߾]ߞߡ߹ߒߚ߇[ ࠬ ࡐ࡯]࠷ߕ߈:°ߥ[ࠎ°ߢߔ߆?] 
04 K:     [ߪ޿. ] [޽ߪ޿.] [.hhh ]= 
05 ψ K: =߃:: ߽߁ 㜞ᩞᤨઍߋࠄ޿߆ࠄ[ߕߞߣ]࠹࠾ࠬࠍߒߡ߹[ߒߡ:.  
06    X:  [ ߃߃.] [޽Ĺ




X はどのファストフード店でアルバイトしていたか聞こうとするが，L は応答しない（1 ～ 2 行目）。
X は応答を追求しようとするが，L が応答しない理由が，この会話がコーパスに収録されるため，実
在企業の名称を挙げることを避けることに指向しているからだと思い当たる（3 行目）。そこで X は
企業名のイニシャルを挙げて，名称を明示的に挙げない形で L がアルバイトしていた店を聞こうと
するが（8 行目），L はやはり回答 3 せず，回答の意志がないことを主張している（10 行目）。L に回
答の意志がないことは，この断片の後で L が「大手 3 つの中のどれかです」と述べ，あくまでも企
業名が特定されるのを避ける形で回答していることからもわかる。
（5）［D01F0003_0151-0204］
（（H の母校である私立大学 YDU の入学試験は知能テストのような内容だということが話題になって
いる。））
01    X: ࡝ࡢ
02       (0.3)
03    X: ࡝-=>࠶:ࡺࡗࡕࡷ࠸ࡅ࡞࠸ࢇࡔ< 
04 (0.6) 
05    X: h[hhhh .hh  ((hhhhhࡣ↓ኌ➗࠸)) 
06    L:   [hu
07       (.)
08    X: ࢣ࣮࡜࠿¿ 
09       (0.6)
ĺ/L-(࠶/ࡸ) ࡶ࠺::: 
11       (.)
12    X: ࢚࣒¿ 
13       (0.2)
01  X:  ࡑࢀ⏝࡟(0.2)ࡌࡷ[࠶ຮᙉࡋࡓࢇ[࡛ࡍ࠿? ] 
ĺ+ [.hh [ࡸ: ࡶ࠺ ]≉࡟ࡑࢀ:(.)࠶ࡢ::s- 
03        (0.4)
04   +ᆅ᪉ࡢ኱Ꮫࡗ࡚>࠸࠺<ࡢࡣࡶ࠺ᅜ❧࠸ࡗ࡮ࢇ-Ļ࡜࠺
05        [࡞ࢇ[࡛ࡍࡼ.,] 
06    X:  [.hh[ ° ࠶ : ]:[:::° ] 
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ている（7 ～ 10 行目）。背景の説明が応答の途中に挿入されたものの，この回答内容自体は 2 行目の
時点で既に計画されていることが，2 行目と 8 行目でともに「特に」という語が現れていることから
わかる。





K は再現的で臨場感のある語りによって応答している（3 ～ 6 行目）。このような応答は，質問の
対象について経験を有する者だからこそ可能なものであり，K の当事者としてのスタンスを表示して
いる。
07    + [.hh࡛ࡍ࠿ࡽ]ࡶ࠺‶㐢࡞ࡃఱ࡛ࡶຮᙉࡋ࡚ࡗ
08       [°*࡚࠸࠺:*°ࡔ>࠿ࡽ<≉࡟࣡࢖ࢹ࢕[࣮࣮ࣘᑐ⟇࡞ࢇ-(0.2)]࡚= 
09    X: [ ࡬ ࠼ :  :  [ Ĺ : : ] 
10    +  =ࡸࢇ࡞࠿ࡗࡓ(ࢇ). 
01    X: .hh߁[*ࠊ:::* ߘࠇ ߤ߁]ߥࠆࠎߢߔ߆(.)⡺㔌ࠇߞ[ߡ.  ]
02 K: [.hh߁:ࠎߜࠂߞߣߨ.]                       [(.ch)] 
ĺ ߽߁ ߱ࠅ(0.2)ߞߡ:[ࠁߞߚߣߚ]ࠎ,.  
04    X:     [.hhh ]
05        (0.2) 
06    .KKKĻ߽߁߁[ߏߌߥߊߡ:*::*޽]ߒᒁ޿ߚ߹ࠎ߹߽߁:*:*.
07    X:             >Ĺ޿Ĺߚ:޿ ] 






6 行目で X は，K が結婚式を挙げた場所を尋ねている。これは K が当然知っている事柄のはずだが，
K は 13 行目に至ってもはっきりとした回答をしない。「もう」はこのような応答意志の欠如を表示し
ている。
（8）［D01M0019_0703-0711］
01  X㧦.hhઁߦ:[ ૗ ]߆ߎ߁>ߎ߁⵬ߦ᜼߇ߞߚߩߪ޽ߞߚࠎ= 
02    K:          [߁ࠎ] 
03 =ߢ[ߔ°(߆)°< .h] 
04    K㧦    [.hhh         ]߶Ĺ߆ߢߔ߆ߨ!Ļ߁:::ࠎ<⥄>ಽߩ⚿ᇕᑼߋࠄ޿
05        ߢߔ[߆ߨ::  ]
06 X: >Ĺ޽::ߤ]ߜࠄߢߐࠇߚࠎߢߔ°°߆°°= 
07 ĺ.㧦=ߘĹࠇߪĹ ߽߁::  
08       ቟޿ߣߎߢ:[:¥߿(h)ߞ@Ĺߚ(h)ࠎߢߔߌߤ:?¥ [.hh ] 
09    X:            [a(h)h    ](°°-------°°).h .h[h¥ᮮ]ᵿ:¥= 
((--ㇱߢ╉ߞߡ޿ࠆࠃ߁ߥᮮ㓒⤑ᝄേ㖸߇߆ߔ߆ߦ⡞ߎ߃ࠆ)) 
10    K㧦 !Ĺ޿߃޿߃޿߃޿߃޿߃޿[߃ ]<޽ߩ:::ߤߎߛ¿ 
11    X:                          [°°߃°°] 
12 (0.2) 
13 K: °޽ߩߨ:ߤߎߛߞߌ°.hhh߁:::ࠎߣ>߽߁<ㇺౝߢߔ:= 
01 Y: °°.hh°°ࡑࡢ:(0.2)㸯ᖺ࡛ฟ࡚<ࡗ(࡚).> 
02  (0.4) 
03 D: ࠼[࠼. 
04    Y:   [ࡑࡢ࠶࡜ࡣ࡝࠺࠸࠺*:*࢔ࣃ࣮ࢺ࡟ఫࢇ࡛[ࡓࢇ࡛ࡍ࠿?] 
05 ĺ D:  [ࡑࡢ࠶࡜ࡣ] ࡶ࠺ භ␚ࡢ. 
06  (0.6) 
07 Y: °ࡩ:ࢇ.°= 
08 D: =ᬑ㏻ࡢ. 
09 (0.2) 
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01    XĹఱேࡄࡽ࠸࡞ࢇ࡛ࡍ࠿ࡑࡢᏛ఍ࡗ°࡚.° 
02       (0.3)
03  ĺ-࠸ࡸ:m ࡶ࠺ (0.4)඲↛ࡲࡕࡲࡕ:࡛ࡍࡡ. 













> 言葉 < 速い言葉
< 言葉 > ゆっくりした言葉
言葉 強勢が置かれた言葉
°言葉° 小さな声の言葉（°が多いほど小さい）
¥ 言葉 ¥ 笑っているような声色の言葉
* 言葉 * しわがれ声の言葉
（言葉） 聞き取りが不確かな言葉
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Descriptive Consideration on Stance Marking 
in Japanese Conversation: Research Progress Report 
on a Case of Japanese Adverb Moo
Masanobu MASUDA
Abstract
The present study has discussed stance marking in conversation through conversation analytic 
description on Japanese adverb moo in question-response sequences. Stance marking with moo varies 
according to moo’s positions in sequences, and chiefly displays concerned party-ship, lack of intention 
or contents to speak, or resistance to presupposition to questions. This study, though it is still in 
progress, proposes the possibility of description on concrete stance marking in interaction.
Keywords : conversation analysis, interaction, stance marking, concerned party-ship, resistance to 
questions
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